
◎
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律

（
平
成
二
七
年
五
月
七
日
法
律
第
二
〇
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
七
年
三
月
二
六
日
・
衆
議
院
東
日
本
大
震

災
復
興
特
別
委
員
会

）

○
竹
下
国
務
大
臣

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
を
御
説
明
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
法
律
案
は
、
福
島
の
復
興
及
び
再
生
を
一
層
推
進
す
る
観
点
か

ら
、
平
成
二
十
七
年
度
予
算
案
や
税
制
改
正
大
綱
に
盛
り
込
ま
れ
た
措
置

等
の
実
施
に
必
要
な
法
律
上
の
手
当
て
も
含
め
、
避
難
指
示
の
対
象
と

な
っ
た
区
域
へ
の
住
民
の
帰
還
を
促
進
す
る
た
め
、
提
出
す
る
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

次
に
、
こ
の
法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

第
一
に
、
避
難
解
除
区
域
等
内
の
区
域
で
あ
っ
て
、
円
滑
か
つ
迅
速
な

復
興
及
び
再
生
を
図
る
た
め
に
復
興
再
生
拠
点
市
街
地
を
形
成
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
に
一
団
地
の

復
興
再
生
拠
点
市
街
地
形
成
施
設
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
一
団
地
の
復
興
再
生
拠
点
市
街
地
形

成
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
業
そ
の
他
の
住
民
の
帰
還
の
促
進
を
図
る
た

め
の
環
境
を
整
備
す
る
事
業
等
の
実
施
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
た
め

に
、
帰
還
環
境
整
備
交
付
金
を
創
設
す
る
も
の
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
一
定
の
避
難
指
示
の
対
象
と
な
っ
た
区
域
内
に
平
成
二
十
三

年
三
月
十
一
日
に
お
い
て
そ
の
事
業
所
が
所
在
し
て
い
た
個
人
事
業
者
ま

た
は
法
人
で
あ
っ
て
、
避
難
解
除
等
区
域
復
興
再
生
推
進
事
業
の
用
に
供

す
る
施
設
ま
た
は
設
備
の
新
設
、
増
設
、
更
新
ま
た
は
修
繕
を
す
る
も
の

は
、
当
該
施
設
の
新
設
等
に
要
す
る
費
用
の
支
出
に
充
て
る
た
め
の
準
備

金
を
積
み
立
て
た
場
合
に
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税

関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
し

て
、
課
税
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
こ
の
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま

す
。何

と
ぞ
、
慎
重
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
あ
ら
ん
こ
と
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

五
三



二
、
衆
議
院
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
長
報
告

（
平
成
二
七
年
四
月
七
日
）

○
伊
藤
信
太
郎
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果

を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
福
島
の
復
興
及
び
再
生
を
一
層
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
避
難

指
示
の
対
象
と
な
っ
た
区
域
へ
の
住
民
の
帰
還
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、

第
一
に
、
帰
還
さ
れ
る
住
民
の
生
活
再
開
、
地
域
経
済
の
再
建
の
場
と

な
る
復
興
再
生
拠
点
を
整
備
す
る
た
め
、
一
団
地
の
復
興
再
生
拠
点
市
街

地
形
成
施
設
に
関
す
る
都
市
計
画
の
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
、

第
二
に
、
福
島
再
生
加
速
化
交
付
金
の
一
部
を
帰
還
環
境
整
備
交
付
金

と
し
て
法
定
化
し
、
支
援
対
象
事
業
の
拡
充
を
行
う
こ
と
、

第
三
に
、
避
難
解
除
区
域
等
に
お
け
る
事
業
の
再
開
に
備
え
、
事
業
者

が
事
業
再
開
に
必
要
と
な
る
設
備
投
資
の
た
め
に
資
金
を
積
み
立
て
た
場

合
に
、
当
該
積
立
金
に
適
用
さ
れ
る
税
制
上
の
特
例
措
置
を
創
設
す
る
こ

とな
ど
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
去
る
三
月
二
十
五
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
翌
二
十
六
日

竹
下
復
興
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
、
去
る
四
月
二
日
に
質

疑
を
行
い
、
質
疑
終
了
後
、
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
七
年
四
月
二
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
左
記
事
項
の
実
現
に
万
全
を
期
す

べ
き
で
あ
る
。

一

一
団
地
の
復
興
再
生
拠
点
整
備
制
度
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る
市

町
村
に
制
度
内
容
の
丁
寧
な
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
大
熊
町
大
川
原

地
区
以
外
に
も
制
度
の
適
用
を
希
望
す
る
市
町
村
が
幅
広
く
活
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
活
用
の
前
提
と
な
る
除
染
を
着
実
に
進

め
る
こ
と
。

二

帰
還
環
境
整
備
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体
が
そ
の
地
域
の

特
性
に
即
し
て
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
を
旨
と

し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
復
興
の
進
捗
状
況
に
合

わ
せ
、
必
要
に
応
じ
対
象
事
業
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
機
動
的
か
つ

柔
軟
な
執
行
が
必
要
な
事
業
に
つ
い
て
基
金
化
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。

三

住
民
の
帰
還
に
必
要
な
環
境
整
備
を
加
速
化
す
る
具
体
的
な
措
置
と

し
て
、
風
評
被
害
へ
の
対
策
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
等
公
共
交
通
機
関
の
早
期

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

五
四



復
旧
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
等
の
人
材
確
保
、
子
ど
も
の
体
力
向
上
等

に
資
す
る
教
育
環
境
の
改
善
、
文
化
・
伝
統
芸
能
の
継
承
等
の
施
策
を

継
続
的
に
講
ず
る
こ
と
。

四

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
を
は
じ
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
を

早
期
に
具
体
化
す
る
た
め
、
十
分
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

五

自
主
的
避
難
者
を
含
め
今
な
お
約
十
二
万
人
が
避
難
し
て
い
る
福
島

の
状
況
を
踏
ま
え
、
避
難
者
の
心
の
ケ
ア
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と
し
た

避
難
者
の
見
守
り
や
相
談
体
制
を
充
実
す
る
た
め
、
ま
た
、
子
ど
も
の

健
康
・
生
活
等
に
対
す
る
支
援
を
充
実
す
る
た
め
の
財
政
支
援
を
は
じ

め
と
し
た
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

六

鳥
獣
被
害
に
伴
う
避
難
指
示
区
域
内
の
家
屋
、
農
地
の
荒
廃
等
の
現

状
を
踏
ま
え
、
国
に
よ
る
鳥
獣
被
害
対
策
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
。

七

福
島
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
復
興
及
び
再
生
を
推
進
す

る
各
種
施
策
を
着
実
に
講
ず
る
た
め
、
平
成
二
十
八
年
度
以
降
の
復
興

支
援
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
長
期
か
つ
十
分
な
予
算
確
保
を
定
め
た

財
源
フ
レ
ー
ム
と
す
る
と
と
も
に
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
人
的
資
源

の
確
保
へ
の
支
援
措
置
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

八

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
の
税
制
上
の
特
例
の
う
ち
、
平

成
二
十
七
年
度
末
で
期
限
を
迎
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
災
害

に
伴
い
福
島
の
産
業
復
興
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
延
長
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
。

三
、
参
議
院
東
日
本
大
震
災
復
興
及
び
原
子
力
問
題
特
別
委

員
長
報
告（
平
成
二
七
年
四
月
二
四
日
）

○
櫻
井
充
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、

東
日
本
大
震
災
復
興
及
び
原
子
力
問
題
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経

過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
福
島
の
復
興
及
び
再
生
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
一
団

地
の
復
興
再
生
拠
点
市
街
地
形
成
施
設
に
関
す
る
都
市
計
画
の
制
度
及
び

住
民
の
帰
還
の
促
進
を
図
る
た
め
の
環
境
を
整
備
す
る
事
業
を
行
う
地
方

公
共
団
体
に
交
付
金
を
交
付
す
る
制
度
を
創
設
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
大
川
原
地
区
の
復
興
拠
点
整
備
で
想
定
さ

れ
る
計
画
の
内
容
、
福
島
県
に
お
け
る
医
療
・
介
護
人
材
の
確
保
の
必
要

性
、
集
中
復
興
期
間
終
了
後
の
復
興
財
源
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

質
疑
を
終
了
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
生
活
の
党
と
山
本
太

郎
と
な
か
ま
た
ち
を
代
表
し
て
山
本
太
郎
委
員
か
ら
本
法
律
案
に
反
対
す

る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

討
論
を
終
了
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

五
五



な
お
、
本
法
律
案
に
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
七
年
四
月
二
二
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
の
実
現
に
万
全
を
期
す

べ
き
で
あ
る
。

一

一
団
地
の
復
興
再
生
拠
点
整
備
制
度
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る
市

町
村
に
制
度
内
容
の
丁
寧
な
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
大
熊
町
大
川
原

地
区
以
外
に
も
制
度
の
適
用
を
希
望
す
る
市
町
村
が
幅
広
く
活
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
活
用
の
前
提
と
な
る
除
染
を
着
実
に
進

め
る
こ
と
。

二

帰
還
環
境
整
備
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体
が
そ
の
地
域
の

特
性
に
即
し
て
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
を
旨
と

し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
復
興
の
進
捗
状
況
に
合

わ
せ
、
必
要
に
応
じ
対
象
事
業
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
機
動
的
か
つ

柔
軟
な
執
行
が
必
要
な
事
業
に
つ
い
て
基
金
化
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。

三

住
民
の
帰
還
に
必
要
な
環
境
整
備
を
加
速
化
す
る
具
体
的
な
措
置
と

し
て
、
風
評
被
害
へ
の
対
策
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
等
公
共
交
通
機
関
の
早
期

復
旧
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
新
設
を
始
め
と
す
る
常
磐
自
動
車
道
の

整
備
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
等
の
人
材
確
保
、
子
ど
も
の
体
力
向
上
等

に
資
す
る
教
育
環
境
の
改
善
、
文
化
・
伝
統
芸
能
の
継
承
等
の
施
策
を

継
続
的
に
講
ず
る
こ
と
。

四

帰
還
環
境
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
の
意
向
を
尊
重
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
の
移
住
・
定
住

の
促
進
に
係
る
施
策
を
講
ず
る
な
ど
、
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
地
域

に
お
け
る
自
律
的
で
持
続
的
な
社
会
の
形
成
に
努
め
る
こ
と
。

五

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
を
始
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
を
早

期
に
具
体
化
す
る
た
め
、
十
分
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
同

構
想
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
投
資
や
雇
用
の
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う

規
制
緩
和
等
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

六

自
主
的
避
難
者
を
含
め
今
な
お
約
十
二
万
人
が
避
難
し
て
い
る
福
島

の
状
況
を
踏
ま
え
、
避
難
者
の
心
の
ケ
ア
、
高
齢
者
を
始
め
と
し
た
避

難
者
の
見
守
り
や
相
談
体
制
を
充
実
す
る
た
め
、
ま
た
、
子
ど
も
の
健

康
・
生
活
等
に
対
す
る
支
援
を
充
実
す
る
た
め
の
財
政
支
援
を
始
め
と

し
た
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

七

鳥
獣
被
害
に
伴
う
避
難
指
示
区
域
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
家
屋
、
農

地
の
荒
廃
等
の
現
状
を
踏
ま
え
、
国
に
よ
る
鳥
獣
被
害
対
策
を
着
実
に

実
施
す
る
こ
と
。

八

福
島
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
復
興
及
び
再
生
を
推
進
す

る
各
種
施
策
を
着
実
に
講
ず
る
た
め
、
平
成
二
十
八
年
度
以
降
の
復
興

支
援
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
長
期
か
つ
十
分
な
予
算
確
保
を
定
め
た

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

五
六



財
源
フ
レ
ー
ム
と
す
る
と
と
も
に
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
人
的
資
源

の
確
保
へ
の
支
援
措
置
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

九

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
の
税
制
上
の
特
例
の
う
ち
、
平

成
二
十
七
年
度
末
で
期
限
を
迎
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
災
害

に
伴
い
福
島
の
産
業
復
興
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
延
長
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

五
七


